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市市 のの議議会会 いいまま
第２32号第２32号
令和6年（２０２4年）かかししははらら
12月定例会

12月 6日～ 24日開催

P.2        / 本会議で審議した内容・結果P.2        / 本会議で審議した内容・結果
P.4        / 委員会レポートP.4        / 委員会レポート
P.6　    / しぎかいトピックスP.6　    / しぎかいトピックス
P.8   　 / 一般質問P.8   　 / 一般質問
P.11　  / 気になる防災　　P.11　  / 気になる防災　　
P.12     / ぎかいのうごきP.12     / ぎかいのうごき

　新沢千塚古墳群公園で開催されている、令和６年度から始まった
「千塚テラスマーケット」での写真です。たくさんの人で賑わって、
笑顔があふれていました。毎月第２日曜日に開催されています。

表 紙 紹 介



2かしはら市議会のいま　第 232号

本
会
議
で
審
議
し
た
内
容
・
結
果

もっと詳しく！
議案番号 案件名 議決結果

条例
議第 56 号 橿原市議会政務活動費の交付に関する条例の一部改正 可決　全会一致

議第 77 号 橿原市議会政治倫理条例の一部改正 可決　全会一致

議員提出議案議員提出議案

市長提出議案市長提出議案

議案番号 案件名 議決結果

条例

議第 57 号 橿原市役所行政組織条例の一部改正 可決　全会一致

議第 58 号 橿原市の一般職の職員の退職手当に関する条例の一部改正 可決　全会一致

議第 59 号 橿原市税条例等の一部改正 可決　全会一致

議第 60 号 橿原市執行機関の附属機関に関する条例の一部改正 可決　全会一致

議第 61 号 橿原市休日夜間応急診療所条例の一部改正 可決　全会一致

議第 62 号 橿原市上下水道事業の設置等に関する条例の一部改正 可決　賛成多数

一般

議第 63 号 工事請負契約の締結 可決　全会一致

議第 64 号 特定事業契約の変更 可決　全会一致

議第 65 号 民事調停の申立て 可決　全会一致

議第 66 号
橿原市香久山体育館、橿原市万葉の丘スポーツ広場、香久山公園、橿原市ひがし
たけだドーム、東竹田近隣公園、橿原市曽我川緑地体育館、曽我川緑地及び橿原
市中央体育館の指定管理者の指定

可決　賛成多数

議第 67 号 橿原運動公園の指定管理者の指定 可決　賛成多数

議第 68 号 奈良県広域水道企業団設立準備協議会の廃止 可決　全会一致

議第 69 号
奈良県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少及び奈良県市町村
総合事務組合規約の変更

可決　全会一致

議第 70 号 市道路線の認定 可決　全会一致

会議の結果会議の結果

議員提出議案

市長提出議案

真菅北幼稚園の解体に伴い、真菅北小学校舎
の一部を放課後児童健全育成施設として整備
するため。

国の「国民の安心・安全と持続的な成長に向け
た総合経済対策」に基づき、R6 年度住民税非課
税世帯に１世帯あたり３万円、うち子育て世帯
に１児童あたり２万円加算の支給を行うため。

放課後児童健全育成施設整備事業

１億４，８９５万円

物価高騰対応重点支援給付金の支給

４億９，５９１万円

補正予算のポイント補正予算のポイント
今回審議した

　奥田英人議長の辞任に伴い、新たに議長が就任　細川佳秀議長



3 かしはら市議会のいま　第 232号

本
会
議
で
審
議
し
た
内
容
・
結
果

賛否の分かれた議案　賛否の分かれた議案　（決議・意見書及び同意案件を除く）（決議・意見書及び同意案件を除く）

議
案
番
号

議
決
結
果

会派・議員名

公明党
自由民主党

葵
一心

政研
かしはら

好きやねん
橿原・日本
維新の会

無会派

大
北
か
ず
す
け

西
岡
次
郎

森
下
み
や
子

森
前
美
和

谷
井　

宰

竹
田
の
ぶ
や

今
井
り
か

大
保
由
香
子

上
田
く
に
よ
し

松
尾
高
英

高
橋
圭
一

森
本
え
み

竹
森　

衛

井
ノ
上
剛

矢
追
も
と

樫
本
利
明

佐
藤
太
郎

𠮷
川
ひ
ろ
お

う
す
い
卓
也

神
田
眞
美

奥
田
英
人

細
川
佳
秀
（
議
長
）

議第 62 号 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

※
議第 66 号 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議第 67 号 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇

議第 74 号 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇

〇賛成　×反対　－欠席　 会派は令和６年 12 月 18 日現在※　細川佳秀議長は議長のため議決に加わっていません

　　  　　　橿原市香久山体育館、橿原市万葉の丘スポーツ広場、香久山公園、橿原市ひがしたけだドーム、
議第 66 号　東竹田近隣公園、橿原市曽我川緑地体育館、曽我川緑地及び橿原市中央体育館の指定管理者の指　　　
　　  　　　 定
反対 本来、市民が利用できる施設というのは、市が直営でしっかり感性を磨いて、民間企業に負けない

ような取組をすればいい。そのため、営利を目的とする企業に指定管理者として任せることで代行
できるようにすることには反対。

無会派
（日本共産党）

議第 67 号　橿原運動公園の指定管理者の指定

反対
公の施設というのは、あくまでも地方公共団体が直営で責任を持って管理・運営することが基本で
あり、営利を目的とする企業に指定管理者として様々な代行ができるようにすることには反対。無会派

（日本共産党）

議第 74 号　橿原市の常勤の特別職の職員の給与等に関する条例の一部改正

反対 生活困窮の問題で日々それに追いやられている市民や国民の皆さんの生活実態から見て、常勤の特
別職の職員の給与を上げる条例改正は理解が得られるはずがなく反対。無会派

（日本共産党）

討 論討 論 （決議・意見書及び同意案件を除く）（決議・意見書及び同意案件を除く）

議案番号 案件名 議決結果

予算

議第 71 号 令和６年度橿原市一般会計補正予算（第４号） 可決　全会一致

議第 72 号 令和６年度橿原市国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 可決　全会一致

議第 73 号 令和６年度橿原市後期高齢者医療特別会計補正予算 ( 第１号） 可決　全会一致

条例
議第 74 号 橿原市の常勤の特別職の職員の給与等に関する条例の一部改正 可決　賛成多数

議第 75 号 橿原市の一般職の職員の給与に関する条例等の一部改正 可決　全会一致

予算 議第 76 号 令和６年度橿原市一般会計補正予算（第５号） 可決　全会一致

承認 承第３号 令和６年度橿原市一般会計補正予算（第３号）に関する専決処分の報告 承認　全会一致

決議
決第 10 号 𠮷川ひろお議員に対する議員辞職勧告決議 可決　賛成多数

決第 11 号 谷井宰議員に対する議員辞職勧告決議 可決　賛成多数
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委
員
会
レ
ポ
ー
ト

会議録

録画配信

問　

総
合
プ
ー
ル
の
計
画
は
ど
の
よ

う
な
も
の
か
。

答　

現
在
の
総
合
プ
ー
ル
は
廃
止
す

る
方
針
で
あ
る
が
、
た
だ
潰
す
の
で
は

な
く
、
現
状
あ
る
も
の
を
活
用
し
新
た

な
使
い
方
が
で
き
な
い
か
検
討
し
て
い

る
。
ま
た
、
子
ど
も
達
の
新
た
な
水
遊

び
場
の
整
備
も
検
討
の
中
に
は
入
っ
て

い
る
。

問　

市
の
財
政
負
担
が
最
も
少
な
い

方
法
と
は
具
体
的
に
ど
ん
な
も
の
か
。

答　

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
、

公
共
施
設
等
適
正
管
理
推
進
事
業
債
、

緊
急
防
災
・
減
災
事
業
債
を
見
込
ん
で

い
る
。

問　

国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
向
け
、
橿

原
運
動
公
園
だ
け
で
な
く
新
駅
及
び
新

駅
の
周
辺
整
備
や
道
路
整
備
、
ア
リ
ー

ナ
や
プ
ー
ル
な
ど
の
様
々
な
問
題
が
同

じ
時
期
に
重
な
っ
て
く
る
が
、
財
政
的

に
問
題
な
い
の
か
。

答　

現
状
、
ど
れ
く
ら
い
の
費
用
で

あ
れ
ば
許
容
で
き
る
か
の
見
通
し
は

立
っ
て
い
な
い
。
市
全
体
で
関
係
部
局

で
協
議
し
な
が
ら
、
今
後
十
分
検
討
し

て
い
き
た
い
。

市
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
活
用
及
び
整
備
等
に
関
す
る
特
別
委
員
会

市
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
活
用
及
び
整
備
等
に
関
す
る
特
別
委
員
会

橿
原
運
動
公
園
整
備
基
本
構
想

　
　
　
　
　
　

老
朽
化
が
進
む
中
央
体

育
館
や
学
校
プ
ー
ル
の
再
整
備
に
伴

い
、
橿
原
運
動
公
園
北
東
用
地
を
購
入

し
、
公
園
区
域
を
拡
張
し
て
整
備
を
進

め
て
い
く
方
針
で
あ
り
、
目
指
す
べ
き

方
向
の
活
用
方
針
を
３
つ
定
め
た
。

　

検
討
中
の
基
本
構
想
に
つ
い
て
は
、

新
た
に
整
備
す
る
新
体
育
館
や
屋
内

プ
ー
ル
を
購
入
予
定
の
橿
原
運
動
公
園

北
東
用
地
に
整
備
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。

　

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
ま
ず
、

金
橋
地
区
・
真
菅
地
区
、
地
権
者
の

方
々
へ
の
説
明
を
進
捗
に
応
じ
丁
寧
に

行
っ
て
い
っ
た
上
で
、
令
和
７
年
度
に

基
本
計
画
の
作
成
に
取
り
か
か
り
、
令

和
８
年
中
に
用
地
購
入
を
し
、
令
和
10

年
度
に
か
け
て
基
本
設
計
か
ら
造
成
工

事
を
行
う
予
定
。
令
和
12
年
度
に
新
た

な
指
定
管
理
者
を
選
定
し
、
令
和
13
年

の
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
間
に
合
う
こ

と
と
、
市
の
財
政
負
担
が
最
も
少
な
く

な
る
事
業
手
法
を
選
ん
で
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

市
の
説
明

①市民の誰もが利用で
き、すべての人にやさし
い環境づくり

・子どもから若者、子育て世代、高齢者まで、また、障害
の有無に関わらず、スポーツをはじめとした様々な利用目
的で気軽に利用される。
・体育館・プールの整備により体験できるスポーツ種別が
広がり、公園の利便性を高めることで、既存の市民利用に
加え、新たな市民の利用が促進されている。

②人が集い、交流の拠点
となる環境づくり

・国民スポーツ大会の誘致を通じて、レベルの高い試合観
戦やトップアスリートとの交流などを通じた感動体験が生
まれている。
・QOL やウェルビーイングを高める、スポーツ以外の様々
なイベントにも利用され、多くの人々が多彩に交流してい
る。

③より安心・安全で快適
な環境づくり

・防災機能を有する体育館を整備し、広域避難場所として
の機能を拡張することで、災害時の市民のさらなる安心・
安全を支える。
・必要な付帯施設を整備し、熱中症対策や既存施設利用の
課題への対策を行い、より快適な公園利用がなされている。

市が示した橿原運動公園の目指すべき方向
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委
員
会
レ
ポ
ー
ト

総
務
常
任
委
員
会

総
務
常
任
委
員
会

橿
原
市
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

宣
誓
制
度

　
　
　
　
　
　
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓

制
度
と
は
、
全
て
の
人
の
個
性
が
尊
重
さ

れ
、
性
的
指
向
等
を
は
じ
め
と
す
る
様
々

な
理
由
か
ら
生
き
づ
ら
さ
を
感
じ
て
い
る

パ
ー
ト
ナ
ー
同
士
が
、
人
生
を
共
に
し
、

協
力
し
合
う
関
係
性
で
あ
る
こ
と
を
宣
誓

す
る
制
度
と
な
る
。
様
々
な
公
的
サ
ー
ビ

ス
に
お
い
て
配
偶
者
に
代
わ
る
家
族
と
し

て
扱
わ
れ
、
日
常
抱
え
て
い
る
生
き
づ
ら

さ
や
困
り
事
が
少
し
で
も
改
善
さ
れ
る
よ

う
に
し
て
い
き
た
い
。

問　

説
明
の
中
で
「
同
性
パ
ー
ト
ナ
ー
」

と
い
う
表
現
に
な
っ
て
い
な
い
が
、
こ
れ

は
ど
の
よ
う
に
捉
え
れ
ば
よ
い
の
か
。

答　
制
度
の
要
件
を
満
た
し
て
い
れ
ば
、

戸
籍
上
の
性
別
を
問
わ
ず
利
用
で
き
る
も

の
に
な
っ
て
い
る
。

問　
申
請
者
が
記
念
日
等
に
提
出
す
る
こ

と
が
考
え
ら
れ
る
が
、
証
明
日
は
ど
の
よ

う
に
な
る
の
か
。

答　
申
請
手
続
に
つ
い
て
は
、
審
査
に
１

週
間
程
度
か
か
る
が
宣
誓
書
に
宣
誓
日
の

記
入
欄
が
あ
り
、
受
領
証
を
後
日
発
行
す

る
際
に
は
宣
誓
日
が
記
載
さ
れ
る
。

こ
ど
も
園
の
認
定
こ
ど
も
園
化

問　

認
定
こ
ど
も
園
化
に
伴
う
デ
メ

リ
ッ
ト
は
。

答　

デ
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、
大
き

な
も
の
は
な
く
、
利
用
者
に
と
っ
て
も

手
続
き
が
簡
易
に
な
る
部
分
や
、
１
号

認
定
の
３
歳
児
の
受
入
な
ど
の
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
。

問　

現
在
の
こ
ど
も
園
が
１
か
ら
５

ま
で
の
数
字
で
表
さ
れ
て
い
る
が
、
今

後
、
こ
の
名
称
を
数
字
の
ま
ま
で
い
く

の
か
、
そ
れ
と
も
地
名
等
の
イ
メ
ー
ジ

的
な
も
の
に
名
称
を
変
更
す
る
予
定
が

あ
る
の
か
。

答　

１
か
ら
５
の
こ
ど
も
園
の
名
称

が
定
着
し
て
い
っ
て
お
り
、
基
本
的
に

は
こ
の
ま
ま
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。
地
区
の
名
称
に
し
て
し
ま
う
と
、

そ
の
地
区
の
人
だ
け
が
通
う
よ
う
な
イ

メ
ー
ジ
に
な
っ
て
も
い
け
な
い
と
考
え

る
が
、
地
域
の
方
と
も
話
な
が
ら
検
討

し
て
い
く
。

市
の
説
明

厚
生
文
教
常
任
委
員
会
連
合
審
査
会

厚
生
文
教
常
任
委
員
会
連
合
審
査
会

変わること

・地域における子育て支援を行う機能が付加される。
・既存幼稚園区内の１号認定（幼稚園的な利用）は３歳児
より入園ができ、保護者の就労状況に関わらず利用できる
ようになる。

変わらないこと

・保育士等の市の職員は、これまで通り教育・保育を行う。
・基本的な保育内容・行事等は現在のこども園と変わらない。
・３歳～５歳の保育料については、引き続き無償化の対象

となる。

J
R
畝
傍
駅

建
設
常
任
委
員
会

建
設
常
任
委
員
会

市
の
説
明

認定こども園とは

保護者が働いている、いないにか
かわらず児童を受け入れ、就学前
の子どもに幼児教育・保育の提供
を一体的に行う（幼稚園と保育所
の両方の良さを併せ持っている）

こども園を認定こども園化へ

　
　
　
　
　
　

令
和
6
年
11
月
に
「
JR

畝
傍
駅
の
駅
舎
及
び
駅
周
辺
の
活
用
に

関
す
る
事
業
化
検
討
委
員
会
」
を
開
催

し
、
7
事
業
者
か
ら
ヒ
ア
リ
ン
グ
審
査

を
実
施
し
た
。
評
価
テ
ー
マ
は
①
活
用

事
業
②
事
業
計
画
③
ま
ち
づ
く
り
へ
の

寄
与
④
地
域
と
の
連
携
の
4
つ
の
項
目

を
設
定
し
た
。
こ
れ
ら
を
基
に
審
査
を

行
い
、
総
合
評
価
点
の
高
か
っ
た
事
業

者
2
者
が
決
定
し
た
。
今
後
、
事
業
内

容
の
詳
細
な
協
議
を
ス
タ
ー
ト
し
、
令

和
８
年
度
か
ら
詳
細
設
計
や
整
備
事
業

に
着
手
、
早
け
れ
ば
令
和
10
年
４
月
の

事
業
開
始
見
込
み
で
あ
る
。

問　

評
価
テ
ー
マ
に
「
地
域
と
の
連

携
」
が
あ
っ
た
が
、
具
体
的
に
ど
の
よ

う
な
提
案
が
あ
っ
た
の
か
。

答　

様
々
な
事
業
者
と
連
携
し
、
地

域
の
住
民
の
方
も
入
る
よ
う
な
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
展
開
す
る
な
ど
、
駅
舎
あ

る
い
は
駅
周
辺
の
駅
前
広
場
等
の
管
理

運
営
に
、
事
業
者
だ
け
で
な
く
、
地
域

の
方
も
入
り
込
む
よ
う
な
、
管
理
運
営

を
想
定
し
た
提
案
が
あ
っ
た
。
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橿原市議会政治倫理審査会報告橿原市議会政治倫理審査会報告
　本市議会では、議員が市民の厳粛な信託を受けたものであることを認識し、常に良心に従
い誠実かつ公正にその職務を行うべきことを促し、公正で開かれた民主的な市政の発展に寄
与することを目的に「橿原市議会政治倫理条例」（以下「政治倫理条例」）を平成２１年度に
制定しています。
　この条例に基づいて議長及び副議長から橿原市議会政治倫理審査会（以下「審査会」）に
審査を求め、審査会において審査対象議員の意見聴取・事情聴取・関係機関への事実確認等
を行い、違反行為の存否について審査しました。
　審査の結果、政治倫理条例に定める政治倫理基準に違反すると認める報告書が２件議長及
び副議長に提出されましたので公表いたします。

「橿原市議会政治倫理条例」主な内容
（政治倫理基準）
第４条　議員は、市民の信頼に値する倫理性を自覚し、自ら進んでその高潔性を実証するとと
もに、常に市民全体の利益を擁護し、公共の利益を損なうことがあってはならない。また、次
に掲げる政治倫理基準（以下「政治倫理基準」という。）を遵守しなければならない。
( １)　市民全体の代表として社会的な信用の失墜並びに品位及び名誉を損なうような一切の行　
　　為を慎み、その職務に関し不正の疑惑をもたれるおそれのある行為をしないこと。
( ２)　その地位を利用し、刑法（明治 40 年法律第 45 号）第 197 条から第 197 条の４まで
　　及び第 198 条に定める贈収賄罪その他職務に関連する犯罪（以下「職務関連犯罪」という。）
　　に該当するか否かを問わず、金品の授受又は飲食の供与といった行為をしないこと。
( ３)　市又は市の出資法人等（市が資本金、基本金その他これらに準ずるものの２分の１以上
　　を出資している法人及び市が補助金を交付しているなど市と密接な関係があると認められ
　　る団体をいう。）が行う工事等（下請工事を含む。）の請負契約、業務委託契約（地方自治
　　法（昭和 22 年法律第 67 号）第 244 条の２第３項の規定による指定管理者に行わせる公
　　の施設の管理業務に係るものを含む。）、物品購入契約その他の契約に関して、特定の者に
　　有利又は不利となるような働きかけをしないこと。
( ４)　市が行う許可、認可若しくは処分又は行政指導に関し、特定の者に対して有利又は不利
　　となるような働きかけをしないこと。
( ５)　政治活動に関して企業、団体等から寄附等を受けないものとし、その後援団体について
　　も政治的又は道義的批判を受けるおそれのある寄附等を受けないこと。
( ６)　市の職員（非常勤職員、嘱託職員及び臨時職員を含む。以下同じ。）の採用又は異動そ
　　の他人事に関して、推薦又は紹介その他一切の関与をしないこと。
( ７)　市の職員の公正な職務執行を妨げ、その権限若しくは地位による影響力を不正に行使さ
　　せるような行為又はその疑いを受けるおそれのある態度をとらないこと。

（違反行為及び虚偽報告等の公示等）
第 15 条　審査会の調査の結果、政治倫理基準に違反しているとの報告があった場合は、議長は、
その旨を速やかに公示及び公表しなければならない。
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１．対象議員
　　奥田英人議員
２．橿原市議会政治倫理審査会の判断

前提　対象議員は令和６年８月中旬または同月下旬ごろ、谷井宰議員が橿原市放課後児童クラブ運営
協議会の委員長報酬を受け取っていたことを初めて知った。

　　　同年８月下旬または同年９月上旬ごろ、対象議員は、谷井宰議員に対して、受け取った委員長
報酬を返還してはどうか、と話した。

判断　橿原市放課後児童クラブ運営協議会は橿原市から補助金を受給している財政援助団体である。
すなわち、同協議会の運営資金には、公金（税金）が含まれている。谷井宰議員が受け取った委
員長報酬の原資には、公金（税金）が含まれており、谷井宰議員は議員報酬以外の公金（税金）
を受け取っていたことになる。対象議員は、橿原市議会政治倫理審査会に調査を求める前に、谷
井宰議員に対して、委員長報酬を返還することを提案したことになる。橿原市議会政治倫理審査
会に調査を求める権限を有する議長が、調査を求める前に委員長報酬の返還を提案すること自体
が「市民全体の代表として社会的な信用」を「失墜」させる「ような一切の行為」に該当すると
ともに、「その職務に関し不正の疑惑をもたれるおそれのある行為」に該当するといえる。

　　　よって、対象議員が、谷井宰議員に、委員長報酬の返還を提案した行為は、橿原市議会政治倫
理条例第４条第１号に違反する。

１．対象議員
　　谷井宰議員
２．橿原市議会政治倫理審査会の判断

前提　対象議員は、令和元年１０月から橿原市議会議員を務めている。
       対象議員は、令和３年６月２４日から令和６年３月１１日まで、橿原市放課後児童クラブ運営

協議会の委員長を務めていた。
         橿原市は、同協議会に対して、補助金を支給している（財政援助団体）。
         上記の期間（約３３か月）、対象議員は、同協議会から委員長報酬として１か月３万円を受け取っ

ていた。
判断　橿原市放課後児童クラブ運営協議会は橿原市から補助金を受給している財政援助団体である。

すなわち、同協議会の運営資金には、公金（税金）が含まれている。そうすると、対象議員が受
け取った委員長報酬の原資には、公金（税金）が含まれており、対象議員は議員報酬以外の公金

（税金）を受け取っていたことになる。
      　対象議員が、同協議会の委員長に就任していたこと自体は問題としていない。委員長として報

酬を受け取っていたことを問題としている。
　　　また、仮に同協議会が補助金を受給していない団体であれば、対象議員が委員長報酬を受け取っ

ても問題にはならない。橿原市から補助金を受給している財政援助団体から報酬を受け取ってい
ることが問題になる。

     　以上より、対象議員が、補助金を受給している財政援助団体である橿原市放課後児童クラブ運
営協議会から、委員長報酬を受け取っていた行為は、「市民全体の代表として社会的な信用」と

「失墜」させる「ような一切の行為」に該当するとともに、「その職務に関し不正の疑惑をもたれ
るおそれのある行為」に該当するといえ、橿原市議会政治倫理条例第４条第１号に違反する。

橿原市議会政治倫理条例第 15 条第１項に基づく公表（要約）

かしはら市議会のいま　第 232号
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詳
細
は
録
画
映
像
を
ご
覧
く
だ
さ
い

一
般
質
問

録画映像は
こちら

▼

問　
路
線
バ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
利

用
者
の
減
少
は
減
・
廃
便
に
繋
が
る
。
利

用
者
を
減
ら
さ
な
い
取
り
組
み
は
。

答　
便
利
な
使
い
方
を
紹
介
し
た
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
の
配
布
や
近
鉄
百
貨
店
と
の
イ
ベ

ン
ト
、
年
２
回
の
地
域
公
共
交
通
会
議
の

開
催
な
ど
。
車
か
ら
公
共
交
通
へ
の
意
識

改
革
の
促
進
な
ど
も
重
要
。

問　
乗
り
合
い
真
菅
号
の
令
和
５
年
度
の

課
題
か
ら
６
年
度
改
善
さ
れ
た
点
は
。

答　
ニ
ー
ズ
の
高
か
っ
た
目
的
地
を
追
加

し
、
路
線
も
北
部
・
南
部
に
加
え
中
部
を

追
加
し
て
３
ル
ー
ト
に
拡
充
。
運
行
便
数

も
１
日
８
便
か
ら
12
便
に
増
や
し
、
ト
ラ

ン
ク
の
使
用
も
可
能
と
し
た
。
利
用
者
は

増
加
傾
向
に
あ
る
が
、
完
全
な
実
装
に
は

不
十
分
。

問　
高
齢
者
に
安
心
し
て
免
許
を
返
納
し

て
も
ら
う
た
め
、
市
の
公
共
交
通
の
今
後

の
方
向
性
は
。

答　
地
方
公
共
交
通
会
議
を
通
し
て
、
近

隣
市
町
村
と
の
連
携
や
市
民
啓
発
を
進
め
、

公
共
交
通
利
用
促
進
の
た
め
の
ソ
フ
ト
事

高
齢
者
の
免
許
証
返
納
後
の
交
通
手
段

業
、
新
た
な
公
共
交
通
シ
ス
テ
ム
の
創
出

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問　

市
の
小
中
学
校
の
普
通
教
室
・
特

別
教
室
・
体
育
館
の
空
調
設
置
状
況
は
。

答　

利
用
し
て
い
る
特
別
支
援
教
室
と

普
通
教
室
は
全
て
設
置
完
了
。
特
別
教
室

は
小
学
校
で
49
．
２
％
、
中
学
校
で
24
．

７
％
。
体
育
館
は
中
学
校
で
50
％
、
小
学

校
は
白
橿
小
学
校
以
外
の
14
校
で
、
現
在
、

空
調
設
置
の
計
画
は
未
定
。

問　

事
業
費
の
７
割
程
度
が
地
方
交
付

税
措
置
さ
れ
る
緊
急
防
災
・
減
災
事
業
債

を
使
う
に
は
、
令
和
７
年
度
ま
で
に
予
算

化
が
必
須
。
小
学
校
の
体
育
館
の
空
調
設

置
に
つ
い
て
具
体
的
な
計
画
は
。
緊
急
防

災
・
減
災
事
業
債
は
使
え
な
い
が
、
特
別

教
室
の
空
調
設
置
は
。

答　

小
学
校
の
体
育
館
に
つ
い
て
、
令

和
８
年
度
以
降
の
検
討
を
考
え
て
い
た
空

調
設
置
の
計
画
を
早
め
た
い
。
特
別
教
室

は
７
年
度
に
整
備
計
画
を
策
定
、
８
年
度

の
設
置
を
目
指
す
予
定
。

森本　えみ

会派

今井　りか

録画映像は
こちら

▼

会派

問　
橿
原
市
地
域
公
共
交
通
計
画
に
お
い

て
、
出
産
や
子
育
て
の
観
点
は
反
映
さ
れ

て
い
る
か
。
ま
た
、
計
画
を
見
直
し
す
る

際
に
子
育
て
世
代
へ
の
施
策
を
明
確
化
す

る
考
え
は
。

答　
橿
原
市
地
域
公
共
交
通
計
画
は
、
交

通
弱
者
の
支
援
を
目
的
に
策
定
さ
れ
、
進

捗
状
況
は
毎
年
地
域
公
共
交
通
会
議
で
検

証
さ
れ
る
。
子
育
て
世
代
へ
の
施
策
は
議

論
さ
れ
た
も
の
の
、
高
齢
者
や
交
通
不
便

地
域
の
交
通
弱
者
支
援
を
優
先
し
た
。
現

在
、
実
証
実
験
中
の
乗
合
ま
す
が
号
の
結

果
を
踏
ま
え
、
子
育
て
世
代
や
障
が
い
者

を
含
む
幅
広
い
支
援
に
発
展
さ
せ
て
い
き

た
い
。

問　
本
市
で
も
陣
痛
タ
ク
シ
ー
に
関
す
る

ニ
ー
ズ
調
査
を
実
施
し
、
導
入
を
検
討
す

べ
き
で
は
な
い
か
と
考
え
る
が
調
査
を
行

う
予
定
は
。

答　
現
在
、
移
動
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
声

は
ま
だ
寄
せ
ら
れ
て
い
な
い
が
実
態
把
握

が
重
要
と
考
え
る
。
調
査
後
、
必
要
に
応

じ
て
協
議
を
進
め
る
。

問　

本
市
で
も
学
校
に
来
ら
れ
な
い
児

童
・
生
徒
が
増
加
し
て
い
る
。
国
は
「『
学

校
に
登
校
す
る
』
と
い
う
結
果
の
み
を
目

標
に
す
る
の
で
は
な
く
、
児
童
生
徒
が
自

ら
の
進
路
を
主
体
的
に
捉
え
て
、
社
会
的

に
自
立
す
る
こ
と
を
目
指
す
必
要
が
あ

る
」
な
ど
と
し
て
い
る
。
市
の
考
え
は
。

答　

不
登
校
は
誰
に
で
も
起
こ
り
う
る

問
題
で
、
個
別
の
状
況
に
応
じ
た
支
援
が

重
要
。
国
の
方
針
に
従
い
、
今
後
も
不
登

校
の
児
童
・
生
徒
に
寄
り
添
い
、
社
会
的

自
立
に
向
け
た
支
援
を
進
め
て
い
く
。

問　

心
理
相
談
員
は
認
知
度
が
低
い
た

め
、
子
ど
も
た
ち
や
保
護
者
へ
の
認
知
度

向
上
が
必
要
と
考
え
る
が
、
市
の
考
え
は
。

答　

心
理
相
談
員
は
主
に
子
ど
も
へ
の

支
援
を
行
っ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
保
護
者

へ
の
周
知
は
行
っ
て
い
な
か
っ
た
。
不
登

校
対
応
と
し
て
心
理
相
談
員
を
配
置
す
る

こ
と
で
、
保
護
者
に
安
心
感
を
与
え
る
と

考
え
、
今
後
は
そ
の
役
割
や
存
在
に
つ
い

て
周
知
し
、
保
護
者
が
安
心
で
き
る
よ
う

取
り
組
ん
で
い
く
。

一心

学
校
に
来
ら
れ
な
い
児
童
生
徒
の
支
援

好きやねん橿原
日本維新の会

小
中
学
校
の
特
別
教
室
・

体
育
館
の
空
調
設
置

市
民
に
寄
り
添
う
交
通
政
策
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詳
細
は
録
画
映
像
を
ご
覧
く
だ
さ
い

一
般
質
問

録画映像は
こちら

▼

問　
不
登
校
の
子
ど
も
は
全
国
で
過
去
最

多
。
本
市
も
同
様
で
あ
る
。
一
方
令
和
５

年
総
務
省
が
公
表
し
た
保
護
者
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
「
学
校
に
相
談
が
し
に
く
か
っ
た
」

が
35
％
。
同
時
に
校
外
施
設
の
支
援
情
報

の
提
供
不
足
が
指
摘
さ
れ
た
。
そ
れ
を
受

け
文
科
省
は
、
不
登
校
児
童
・
生
徒
の
保

護
者
が
孤
立
し
な
い
よ
う
、
相
談
機
関
や

地
域
に
あ
る
親
の
会
、
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル

等
の
情
報
を
整
理
し
、
保
護
者
に
提
供
す

る
こ
と
を
促
す
通
知
を
し
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な
情
報
提
供
が
必
要
だ
と
思
う
が

行
っ
て
い
る
か
。

答　
現
在
は
行
っ
て
い
な
い
。
今
後
、
文

部
科
学
省
の
例
示
を
参
照
し
、
情
報
を
整

理
し
て
積
極
的
に
周
知
す
る
よ
う
努
め
る
。

問　
以
前
よ
り
「
適
応
指
導
教
室
虹
の
広

場
」
の
拡
充
を
求
め
て
い
る
が
、
同
時
に

「
適
応
指
導
」
と
い
う
言
葉
に
違
和
感
が

あ
る
と
い
う
声
を
伝
え
て
い
る
。
文
部
科

学
省
は
平
成
15
年
か
ら
そ
れ
を
認
識
の
う

え
「
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
」
と
い
う
呼
称

も
併
用
し
、
令
和
４
年
に
は
市
町
村
に
名

称
変
更
の
検
討
も
通
知
。
本
市
も
早
期
に

名
称
変
更
し
て
欲
し
い
。

答　
前
向
き
に
検
討
す
る
。

問　
不
登
校
の
要
因
の
ひ
と
つ
に
、
学
校

の
古
い
指
導
や
慣
習
が
あ
る
と
思
う
。
当

た
り
前
を
見
直
す
学
校
改
革
を
。
教
育
長

の
考
え
は
。

答　

現
場
の
慣
習
を
根
本
か
ら
見
直
し
、

子
ど
も
た
ち
に
よ
い
刺
激
と
希
望
を
与
え

る
学
校
運
営
を
求
め
て
い
く
。

問　
有
機
農
業
の
取
組
促
進
と
野
菜
ブ
ラ

ン
ド
化
に
つ
い
て
、
ブ
ラ
ン
ド
化
は
世
界

遺
産
に
合
わ
せ
る
こ
と
を
提
案
し
て
い
た

が
、
進
捗
は
。

答　
ブ
ラ
ン
ド
化
に
は
、
橿
原
市
産
で
あ

る
こ
と
と
、
安
全
な
農
産
物
で
あ
る
こ
と

の
確
認
が
必
要
。
ま
ず
本
市
の
主
要
作
物

で
あ
る
グ
リ
ー
ン
ア
ス
パ
ラ
か
ら
、
令
和

７
年
10
月
に
行
わ
れ
る
日
本
女
性
会
議
ま

で
に
ブ
ラ
ン
ド
化
を
目
指
し
て
い
く
。

不
登
校
児
童
・
生
徒
・

保
護
者
へ
の
支
援 矢追　もと

無会派

会派

録画映像は
こちら

▼

問　
２
０
２
５
年
10
月
３
日
か
ら
５
日
ま

で
開
催
さ
れ
る
日
本
女
性
会
議
の
目
的
と

組
織
体
制
は
。

答　
女
性
の
就
業
率
向
上
、
地
位
向
上
と

と
も
に
、
多
様
性
を
認
め
合
う
社
会
を
目

指
す
。
大
会
長
を
市
長
が
務
め
、
実
行
委

員
会
等
が
組
織
さ
れ
て
い
る
。

問　
運
営
に
必
要
な
財
源
は
ど
の
よ
う
に

確
保
す
る
の
か
。

答　
市
か
ら
の
補
助
金
と
企
業
等
か
ら
の

協
賛
金
、
寄
付
金
で
構
成
。
大
会
専
用
Ｈ

Ｐ
で
申
込
み
を
受
け
付
け
て
お
り
、
令
和

７
年
６
月
末
が
申
込
期
限
で
あ
る
。
物
価

高
騰
で
支
出
増
大
の
可
能
性
も
あ
り
う
る
。

目
標
よ
り
多
く
募
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
た
め
、
年
明
け
早
々
か
ら
市
内
外

に
呼
び
か
け
て
い
く
予
定
。

問　
プ
レ
大
会
に
参
加
し
た
が
、
進
行
管

理
体
制
が
充
分
で
は
な
く
、
本
大
会
の
対

応
に
不
安
が
残
る
。
今
後
の
体
制
づ
く
り

に
対
し
て
の
考
え
は
。
ま
た
、
全
体
を
統

括
す
る
ヘ
ッ
ド
ク
オ
ー
タ
ー
の
よ
う
な
存

在
が
必
要
か
と
思
う
が
。

答　
全
庁
的
な
体
制
づ
く
り
を
考
え
て
い

る
。
ヘ
ッ
ド
ク
オ
ー
タ
ー
的
存
在
を
中
心

に
専
属
的
な
組
織
体
制
を
整
え
、
連
携
を

取
れ
る
よ
う
早
急
に
整
備
す
る
。

問　
本
大
会
専
用
ポ
ス
タ
ー
や
チ
ラ
シ
等

を
ま
だ
目
に
し
て
い
な
い
。
広
く
周
知
す

る
た
め
に
も
Ｈ
Ｐ
を
含
め
早
々
に
作
成
す

べ
き
で
は
。

答　
本
大
会
用
チ
ラ
シ
・
ポ
ス
タ
ー
を
現

在
作
成
中
で
あ
り
、
順
次
配
布
予
定
。
Ｈ

Ｐ
に
つ
い
て
は
、
決
定
し
た
内
容
の
も
の

か
ら
年
明
け
早
々
に
掲
載
予
定
。

問　

女
性
の
県
内
就
業
率
向
上
対
策
の

一
つ
に
待
機
児
童
解
消
が
あ
る
と
思
う
が
、

待
機
児
童
の
要
因
と
今
後
の
支
援
な
ど
対

策
は
。

答　
保
育
士
不
足
が
大
き
な
課
題
と
な
っ

て
い
る
。
こ
れ
ま
で
に
様
々
な
支
援
制
度

を
行
う
と
と
も
に
働
き
や
す
い
職
場
環
境

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
今
後
は
、

社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
の
保
育
士
資
格
取

得
へ
の
支
援
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

神田　眞美

無会派

会派

日
本
女
性
会
議

過
去
に
行
っ
た
要
望
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詳
細
は
録
画
映
像
を
ご
覧
く
だ
さ
い

一
般
質
問

録画映像は
こちら

▼

問　
市
の
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
で

は
、
建
物
は
35
年
で
大
規
模
改
修
、
75
年

で
建
て
替
え
だ
。
万
葉
ホ
ー
ル
は
29
年
目

に
入
る
の
で
令
和
14
年
に
大
規
模
改
修
の

時
期
が
来
る
。
さ
ら
に
市
の
ア
リ
ー
ナ
構

想
も
１
０
０
億
を
予
定
。
医
大
駅
の
新
駅

並
び
に
医
大
駅
の
駅
前
整
備
、
万
葉
ホ
ー

ル
の
大
規
模
改
修
時
期
が
す
べ
て
同
時
期

に
な
る
。
こ
れ
を
全
て
や
る
と
、
財
政
破

綻
す
る
の
で
は
な
い
か
。

　
万
葉
ホ
ー
ル
を
仮
に
廃
止
と
決
め
た
場

合
は
、
最
後
は
、
ホ
ー
ル
機
能
と
図
書
館

機
能
を
ど
う
す
る
の
か
と
い
う
議
論
に
行

き
着
く
。
本
市
の
立
地
適
正
化
計
画
の
考

え
で
は
、
八
木
駅
周
辺
に
集
約
し
た
方
が

い
い
。
そ
の
場
合
、
例
え
ば
、
橿
原
文
化

会
館
跡
に
そ
の
機
能
を
入
れ
て
も
ら
う
。

ま
た
、
ア
イ
デ
ア
と
し
て
、
図
書
館
機
能

を
近
鉄
百
貨
店
橿
原
店
の
中
に
入
れ
て
も

ら
い
、
民
間
運
営
し
て
い
た
だ
く
。 

諸
課

題
に
対
し
て
単
発
で
取
り
組
ま
ず
に
、
全

て
を
連
動
さ
せ
て
解
決
し
て
い
く
た
め
に
、

市
の
ま
ち
づ
く
り
の

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
が
必
要
不
可
欠
だ
。

市
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

答　
立
地
適
正
化
計
画
の
趣
旨
は
、
持
続

可
能
で
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
を
実

現
す
る
た
め
で
あ
る
。
万
葉
ホ
ー
ル
が
有

す
る
機
能
、
ま
た
、
そ
の
中
に
あ
る
図
書

館
機
能
は
も
と
よ
り
、
大
和
八
木
駅
周
辺

や
橿
原
神
宮
前
周
辺
、
医
大
付
近
に
予
定

し
て
い
る
新
駅
を
含
め
て
、
そ
れ
ぞ
れ
ど

の
よ
う
な
機
能
を
有
し
た
都
市
構
造
が
市

民
や
来
訪
者
に
と
っ
て
良
い
の
か
、
そ
の

時
間
軸
も
併
せ
て
県
、
民
間
企
業
と
も
協

議
・
調
整
す
る
必
要
が
あ
る
。

問　
最
後
は
本
庁
舎
建
設
問
題
だ
。
突
然

の
白
紙
撤
回
か
ら
約
４
年
が
経
過
し
た
が
、

決
ま
ら
な
い
ま
ま
の
状
態
だ
。
現
在
、
万

葉
ホ
ー
ル
に
は
庁
舎
機
能
、
議
会
機
能
等

が
入
っ
て
い
る
が
、
全
て
を
本
庁
舎
に
一

元
化
す
べ
き
で
、
単
発
的
な
考
え
方
で
は

な
く
、
市
全
体
の
構
想
を
持
っ
て
い
か
な

い
と
い
け
な
い
。

答　
ご
指
摘
の
ま
ち
づ
く
り
の
グ
ラ
ン
ド

デ
ザ
イ
ン
を
考
え
る
と
き
は
、
一
担
当
部

署
で
は
な
く
、
横
断
的
に
進
め
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

松尾　高英

政研かしはら

会派

竹森　衛

録画映像は
こちら

▼

会派

問　
令
和
７
年
度
予
算
編
成
の
方
針
は
。

答　

一
般
財
源
枠
配
分
方
式
を
継
続
し
、

サ
マ
ー
レ
ビ
ュ
ー
を
行
い
、
事
業
の
見
通

し
、
方
向
性
、
優
先
度
な
ど
を
検
討
・
調

整
し
て
い
る
。
市
長
が
選
定
し
た
新
規
・

拡
充
事
業
は
、
重
点
政
策
枠
と
し
て
財
源

を
確
保
し
て
い
る
。

問　
新
庁
舎
に
関
わ
る
建
設
費
は
。

答　
具
体
的
な
費
用
は
令
和
７
年
度
予
算

に
見
込
め
て
い
な
い
。

問　
公
営
住
宅
の
退
居
費
用
の
居
住
者
の

負
担
は
。
具
体
的
に
は
四
条
団
地
は
。

答　
個
人
に
費
用
負
担
を
求
め
て
退
去
し

て
も
ら
っ
た
ケ
ー
ス
は
な
い
。

問　
住
み
替
え
費
用
に
対
し
て
の
補
償
は
。

答　
補
償
と
し
て
４
１
８
，
０
０
０
円
支

払
っ
て
お
り
、
個
人
負
担
の
費
用
は
発
生

し
て
い
な
い
。

問　
高
齢
者
等
へ
の
ゴ
ミ
出
し
支
援
は
。

答　
ふ
れ
あ
い
収
集
、
粗
大
ご
み
リ
ク
エ

ス
ト
収
集
に
よ
り
、
ご
み
を
収
集
場
所
ま

で
排
出
す
る
こ
と
が
困
難
な
家
庭
を
対
象

に
、
収
集
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
安
否

確
認
サ
ー
ビ
ス
も
提
供
し
て
い
る
。
労
働

者
不
足
、
労
働
環
境
の
厳
し
さ
か
ら
作
業

員
確
保
が
困
難
で
あ
る
が
、
よ
り
効
率
的

な
処
理
体
制
を
構
築
し
、
福
祉
部
署
と
の

連
携
も
密
に
し
て
事
業
を
進
め
た
い
。

問　

国
の
通
知
に
よ
り
、
原
則
２
回
で

あ
っ
た
会
計
年
度
任
用
職
員
の
公
募
な
し

再
採
用
の
制
限
が
撤
廃
。
本
市
の
考
え
は
。

答　
会
計
年
度
任
用
職
員
の
身
分
の
安
定
、

専
門
技
術
や
知
識
を
持
っ
た
人
材
確
保
を

図
り
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
へ
つ
な
げ
て

い
く
こ
と
も
必
要
で
あ
る
が
、
雇
用
機
会

の
均
等
化
や
平
等
取
扱
い
の
原
則
な
ど
も

考
慮
し
、
現
場
の
実
情
や
近
隣
市
町
村
の

動
向
を
踏
ま
え
、
検
討
し
た
い
。

２
０
２
５
年
度
予
算
編
成
に

つ
い
て
の
方
針

無会派
( 共産党 )

公
営
住
宅
の
住
宅
退
去
費
用
の

居
住
者
負
担

高
齢
者
等
の
ゴ
ミ
出
し
支
援

会
計
年
度
任
用
職
員
の「
３
年
目
公
募
」

上
限
撤
廃

用語

解説

グランドデザイン
全体構想や長期の大規模な計画のこと。
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詳
細
は
録
画
映
像
を
ご
覧
く
だ
さ
い

一
般
質
問

気
に
な
る
防
災

録画映像は
こちら

▼

問　

受
診
率
向
上
の
た
め
、
自
宅
で
子

宮
頸
が
ん
検
査
が
で
き
る
Ｈ
Ｐ
Ｖ
セ
ル
フ

チ
ェ
ッ
ク
事
業
を
20
か
ら
25
歳
に
限
定
し

実
施
し
て
は
ど
う
か
。

答　
エ
ビ
デ
ン
ス
不
足
や
課
題
が
残
っ
て

お
り
、
今
後
の
国
の
審
議
会
等
を
注
視
し

て
い
き
た
い
。

問　

積
極
的
勧
奨
を
差
し
控
え
て
い
た

期
間
の
未
接
種
者
の
救
済
措
置
と
し
て

キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種
が
あ
り
、
そ
の
条

件
付
き
期
間
延
長
に
つ
い
て
対
象
者
に
個

別
通
知
を
実
施
す
べ
き
で
は
。

答　
国
か
ら
通
知
が
あ
れ
ば
速
や
か
に
対

象
者
に
個
別
通
知
を
実
施
す
る
体
制
が
取

れ
る
よ
う
に
努
め
る
。

問　
子
育
て
世
帯
の
支
援
策
と
し
て
男
子

の
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
助
成
制
度
を

導
入
す
べ
き
で
は
。

答　

現
在
、
男
子
は
任
意
接
種
で
あ
り
、

定
期
接
種
の
も
の
を
優
先
し
、
進
め
た
い
。

問　
子
宮
頸
が
ん
予
防
対
策
に
つ
い
て
市

長
の
考
え
は
。

答　
男
性
か
ら
女
性
へ
の
感
染
予
防
等
、

国
か
ら
方
針
が
示
さ
れ
た
場
合
、
即
座
に

対
応
で
き
る
よ
う
に
注
視
し
て
い
き
た
い
。

　
問　
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
授
業
料
に
補
助
制

度
を
導
入
し
て
は
ど
う
か
。

答　
民
間
の
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
に
関
す
る

法
整
備
や
制
度
設
計
等
の
課
題
解
決
が
優

先
さ
れ
る
が
、
引
き
続
き
丁
寧
に
対
応
し

て
い
き
た
い
。

問　

市
立
夜
間
中
学
校
を
有
効
活
用
し
、

学
び
の
多
様
化
学
校
を
設
置
し
て
は
。

答　
課
題
は
大
き
い
。
引
き
続
き
多
様
化

学
校
の
情
報
収
集
を
行
う
と
と
も
に
、
現

行
の
対
策
を
充
実
し
て
い
き
た
い
。

問　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
作

ら
れ
た
仮
想
空
間
で
、
自
分
の
分
身
ア
バ

タ
ー
を
使
い
学
校
活
動
す
る
メ
タ
バ
ー
ス

登
校
を
実
施
し
て
は
ど
う
か
。

答　
仮
想
空
間
で
は
な
く
、
現
実
の
世
界

で
様
々
な
活
動
や
体
験
、
経
験
を
積
ん
で

学
ぶ
こ
と
が
大
切
と
考
え
、
メ
リ
ッ
ト
デ

メ
リ
ッ
ト
を
見
極
め
、
よ
り
良
い
教
育
環

境
の
構
築
に
努
め
て
い
き
た
い
。

子
宮
頸
が
ん
予
防
対
策

森下　みや子

公明党

会派

不
登
校
対
策

　議会 BCP（議会機能継続計画）に従って行動します。発災直後は皆さんと同じ、
自分と家族の安全確保。そして地域で積極的な支援活動を行うことになっています。

　議員には代役がいません。災害の規模により『議会災害対策支援本部』が設置され、
議員は災害の翌々日の１０時に議会へ集まることになっています。地域の防災上の
役割の兼務、例えば避難所のリーダー等は難しいとご理解ください。
　議員は情報収集の中で市民の声を聞き、復興に役立てます。また、議員が子育て・

介護 ・自身の被災などで地域活動できない可能性もありますが、市議会全体で被災

地の情報収集を行うことになっています。

A

議員さんは、災害時に何をしていますか？
Q

議員さんだと頼れるので、避難所運営のリーダーをお願いできますか？
Q

A

気になる防災（議員の行動編 Q＆A）

橿原市議会は、令和６年２月に議会機能継続計画（議会 BCP）
を策定し、市議会としての災害時の行動指針を定めています。
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受理日 件名

10 月 18 日 要請と懇談への協力のお願いと趣意書
10 月 29 日 学校教材備品の計画的な整備推進についてのお願い

11 月 5 日
臓器移植に関わる不正取引、非人道性が疑われる国への渡航移植等を防止するための法整備等
を求める意見書提出の陳情

11 月 20 日 軽度中等度聴覚障がい児への補聴器購入助成制度に関する要望書
12 月 2 日 認可外保育施設の第 2 子以降保育料無償化に関する嘆願書
12 月 3 日 令和６年度子ども達の教育環境整備に係る要望書

全議員・市長・副市長・教育長及び議場に出席した全職員に写しを配布しました。 Ｔ
Ｅ
Ｌ　
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視察・研修
日時 テーマ 視察先 参加者

10 月 10 日 奈良県立医科大学 新キャンパス 奈良県立医科大学

議長、副議長
県立医科大学・附属病院を核とし
たまちづくり事業等に関する特別
委員

議会の情報をもっと詳しく

ホームページ インターネット中継 会議録 かしはら市議会のいま
（バックナンバー）

議会閉会中の委員会等
日時 会議名 議題

10 月 24 日
燃料油（白灯油、ＬＰガス）の購入契約に
関する１００条調査特別委員会

経過報告について　他

11 月 5 日
議会運営委員会 １２月定例会の日程素案について　他
議会広報委員会 かしはら市議会のいま第２３１号の編集について　他

11 月 19 日
県立医科大学・附属病院を核とした
まちづくり事業等に関する特別委員会

医大周辺地区まちづくりについて

11 月 26 日
燃料油（白灯油、ＬＰガス）の購入契約に
関する１００条調査特別委員会

随意契約について　他

12 月 3 日 議会運営委員会 １２月定例会の運営について　他
12 月 25 日 議会広報委員会 かしはら市議会のいま第２３２号の編集について

会議等の出席
日時 会議名 出席者

10 月 11 日 近畿市議会議長会議長研修会 奥田議長、局長
10 月 17 日

　　  〜 18 日 奈良県市議会議長会県外都市視察研修 奥田議長、井ノ上副議長、局長

10 月 25 日
　　  〜 26 日

姉妹都市宮崎市親善訪問及び宮崎市政 100 周年記念式典・
祝賀会

奥田議長、局長

11 月 12 日 飛鳥広域行政事務組合議会 11 月定例会 奥田、井ノ上、西岡、細川各組合議員

11 月 15 日 奈良県広域消防組合議会議会運営委員会 奥田組合議員

11 月 19 日 第３回奈良県市議会議長会 奥田議長、井ノ上副議長、局長

11 月 28 日 全国市議会議長会国会対策委員会 奥田議長、局長


